
 

 

『わいわい親子の広場』は、核家族が増え、子育てについて語り合う機会の

ないお母さん方のために、梅が丘地域内での交流の輪をつくろうと、当時の主

任児童委員・民生委員指導のもと平成 15 年に結成されました。 

乳幼児を持つお母さん方を対象に、毎月第 1 金曜日に開催し、お母さん方と

の交流、イベント、健康診断、育児相談等を行っています。 

また、小学生を対象として『わいわい子供広場』を毎月第２土曜日に、 

料理教室、工作教室等を行っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

ボランテイアとして非常にやりがいがある。」「参加していた乳幼児が小学生に

なり『わいわい子供広場』への参加を経て、中学、高校生となり、今度はボラ

ンテイアとして参加してもらい活動の輪がますます広がることを期待してい

ます。」ということです。 

コロナ禍で最近２年間は、イベントが満足にできない状況でしたが、８月５

日(金)、社会福祉協議会主催の「夏休みボランティア体験会」において、小中

学生のボランティア体験の場として取り上げられました。＜写真参照＞『わい

わい広場』の活動に興味のある方は福祉まちづくりセンターへお声がけくださ

い。 
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イベントは三密を避け、検温、消毒など感染予防を徹底し開催させて

いただきます。マスク着用でご参加ください。 

今月の 

ボランティア紹介 

赤い羽根共同募金（募金ガチャ） 

ばりっこ会議の子供たちが考案の名張市公認キャラクタ

ー「なばりん」と、見た人は必ず「あれっこわい」と言ってしま

う、名張を愛する心を持った人だけが見ることができる伝説

の犬「ひやわん」が共同募金の応援キャラクターに就任しまし

た。応援キャラクターがでてきます。（募金ガチャ）で共同募金

のご協力をお願いいたします。 

 

わいわい広場 名張市社会福祉協議会「夏休みボランティア体験会」 

夏休み期間中、市内の小学生（４・５・６年生）、中学生を対象に、地域の

サロン活動やボランティア活動先へ出向き、ボランティア体験をする「夏休

みボランティア体験会」を実施しました。 

市内のボランティア団体や高齢者・子育てサロン等５団体の皆様に体験者

を受け入れていただき、小中学生からは２０名の申し込みがありました。 

体験をした児童・生徒さんからは「ボランティアさんに＜ありがとう＞と

言ってもらえてよかった。」「またこのような機会があればボランティアを体

験したい。」「とても楽しかった。」など嬉しい意見や感想を多くいただきまし

た。 

新型コロナウイルス感染症拡大のため一部のサロンが中止となり、体験す

ることができなかった児童・生徒さんがおられたことはとても残念ですが、

今後、このようなボランティアさんと小中学生が交流できるような機会を継

続していきたいと思っています。 

夏休みボランティア体験会にご参加いただきありがとうございました。 

 

「たんぽぽクラブ」での配膳体験 

 

「隠おたがいさん」での草引体験

体験 

 

『わいわい親子の広場』のメ

ンバーの皆さんによると、「見知

らぬお母さん同士の会話がはず

み、子供たちと共に輪が広がっ

ていき、将来的には、下の子供た

ちを連れて参加するという様に

活動が活性化していくことが、 

 

人生 100 年時代を楽しく生きる 

地域ボランティア講演会 開催 
 

８月２３日(火)、みだしの講演会が「名張市武道交流館いきいき」で

開催されました。95 名の参加者があり、講師の落語家 林家たい平

さんの巧みなお話やボランテイアさんとの対談で会場は大いに盛り

上がりました。 

ここで伺えたのは、ボランティア 

とは、自分の特技を活かし無理な 

く活動し皆を明るく笑顔にして 

いくものであるということです。 

今回の講演会を契機として、参加 

者により、ますますボランティア 

活動が活性化されていく契機に 

なることが期待されます。 


